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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　浮遊微生物測定装置であって、
　空気の流入のための流入部及び前記流入部の一側に提供されるノズル部を備えた粒子分
類装置と、
　前記空気中前記ノズル部の内部流路を通過した微生物粒子が流動する微生物粒子流路と
、
　前記空気中前記ノズル部の外側空間を通過した空気粒子が流動する空気粒子流路と、
　前記微生物粒子流路と連通し、前記微生物粒子が捕集されるフィルタ部を備えた捕集装
置と、
　前記捕集装置の一側に提供され、前記フィルタ部に捕集された微生物から発生した光の
量又は強さを感知する発光測定装置とを備えてなり、
　　前記捕集装置は、
　　前記フィルタ部を収容するフィルタケースと、
　　前記フィルタケースに形成され、前記微生物粒子流路と連通可能な多数のフィルタ孔
とを備えてなることを特徴とする、浮遊微生物測定装置。
【請求項２】
　前記微生物粒子流路での流動を発生させるポンプ装置と、
　前記空気粒子流路での流動を発生させる送風ファンとを更に備えてなることを特徴とす
る、請求項１に記載の浮遊微生物測定装置。



(2) JP 6286060 B2 2018.2.28

10

20

30

40

50

【請求項３】
　前記ノズル部は、
　前記空気中の前記微生物粒子を流入させる入口部と、
　前記微生物粒子を前記微生物粒子流路に排出させる出口部とを備えてなることを特徴と
する、請求項１に記載の浮遊微生物測定装置。
【請求項４】
　前記入口部は前記流入部から一側に離隔して配置されてなり、
　前記空気粒子は前記入口部と流入部の離隔した空間を介して、前記空気粒子流路に流入
することを特徴とする、請求項３に記載の浮遊微生物測定装置。
【請求項５】
　前記流入部は多数のスリットを備えてなり、
　前記ノズル部は前記多数のスリットの数に対応して多数個が提供されることを特徴とす
る、請求項３に記載の浮遊微生物測定装置。
【請求項６】
　前記ノズル部の出口部が結合される連通孔を有し、前記微生物粒子流路と空気粒子流路
を分離する区画板を更に備えてなることを特徴とする、請求項３に記載の浮遊微生物測定
装置。
【請求項７】
　前記フィルタ部又はフィルタケースを回転させるフィルタ駆動部を更に備えてなり、
　前記多数のフィルタ孔における一のフィルタ孔が前記微生物粒子流路と連通した状態で
前記フィルタ駆動部が作動すると、前記多数のフィルタ孔における他のフィルタ孔が前記
微生物粒子流路と連通するように位置することを特徴とする、請求項１に記載の浮遊微生
物測定装置。
【請求項８】
　前記発光測定装置には、前記フィルタ部から発生する光を感知する受光部を更に備えて
なり、
　前記フィルタ駆動部が作動すると、前記一のフィルタ孔は前記受光部に対向するように
位置することを特徴とする、請求項７に記載の浮遊微生物測定装置。
【請求項９】
　前記フィルタ部に溶解試薬を供給する溶解剤供給装置と、
　前記フィルタ部に備えられる発光物質とを更に備えてなることを特徴とする、請求項１
に記載の浮遊微生物測定装置。
【請求項１０】
　前記発光測定装置で感知された光の量又は強さに関する情報に基づいて、前記微生物粒
子の濃度に関する情報を表示するディスプレイ部が更に備えてなることを特徴とする、請
求項１に記載の浮遊微生物測定装置。
【請求項１１】
　浮遊微生物測定方法であって、
　空気が粒子分類装置に流入して、空気中の微生物粒子流路を流動する浮遊微生物粒子と
、空気粒子流路を流動する空気粒子が分離されるステップと、
　前記浮遊微生物が、フィルタ部を収容するフィルタケースにおける一のホールを介して
前記フィルタ部に捕集されるステップと、
　前記フィルタ部に捕集された浮遊微生物粒子が溶解され、溶解された浮遊微生物粒子と
発光物質が作用するステップと、
　フィルタ駆動部の駆動によって前記フィルタケースを回転させ、前記一のホールが発光
測定装置の受光部を向き、前記フィルタケースにおける他のホールが前記微生物粒子流路
と連通するようにするステップと、
　前記溶解された浮遊微生物粒子と発光物質が作用して発生した光の量又は強さが前記受
光部によって感知されるステップとを含んでなり、
　　前記空気中の前記浮遊微生物粒子と前記空気粒子が分離されるステップにおいて、
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　　前記浮遊微生物粒子はノズル部の内部流路を流動し、
　　前記空気粒子は前記ノズル部の外側空間に沿って流動することを特徴とする、浮遊微
生物測定方法。
【請求項１２】
　前記浮遊微生物粒子と前記空気粒子の分離のために、ポンプ装置及び送風ファンが駆動
することを特徴とする、請求項１１に記載の浮遊微生物測定方法。
【請求項１３】
　前記ポンプ装置及び送風ファンが第１設定時間の間駆動すると、
　前記フィルタ部に溶解試薬が供給されて、前記浮遊微生物粒子が溶解されることを特徴
とする、請求項１２に記載の浮遊微生物測定方法。
【請求項１４】
　前記フィルタ部に溶解試薬が第２設定時間の間供給されると、
　前記フィルタ部を回転させるフィルタ駆動部が作動して、前記浮遊微生物粒子が前記発
光測定装置の一側に位置するステップを更に含んでなることを特徴とする、請求項１３に
記載の浮遊微生物測定方法。
【請求項１５】
　浮遊微生物測定装置であって、
　空気中、微生物粒子が流動するノズル部が含まれる粒子分類装置と、
　前記ノズル部を通過した微生物粒子が流動する微生物粒子流路と、
　前記空気中、前記微生物粒子を除いた残りの粒子が流動する空気粒子流路と、
　前記微生物粒子流路又は空気粒子流路での流動を発生させる流動発生装置と、
　前記微生物粒子流路と連通可能な多数のフィルタ孔を有するフィルタケースと、
　前記フィルタケースの内部に収容され、前記多数のフィルタ孔を介して外部に露出し、
前記微生物粒子流路の微生物粒子が捕集されるフィルタ部と、
　前記フィルタ部に、前記微生物粒子を溶解するための溶解試薬を供給する溶解剤供給装
置と、
　前記フィルタ部に捕集された微生物から発生した光の量又は強さを感知する発光測定装
置とを備えてなる、浮遊微生物測定装置。
【請求項１６】
　前記流動発生装置は、
　前記微生物粒子流路での流動を発生させるエアポンプと、
　前記空気粒子流路での流動を発生させるファンとを備えてなることを特徴とする、請求
項１５に記載の浮遊微生物測定装置。
【請求項１７】
　前記フィルタ部に備えられてなり、
　前記溶解試薬によって抽出された微生物粒子のＡＴＰに反応して、光を発生させる発光
物質を更に備えてなることを特徴とする、請求項１５に記載の浮遊微生物測定装置。
【請求項１８】
　前記発光測定装置で感知された光の量又は強さに関する情報に基づいて、前記微生物粒
子の濃度に関する情報を表示するディスプレイ部を更に備えてなり、
　前記ディスプレイ部には、前記微生物粒子の濃度に応じて、互いに異なる色相を表示す
る照明装置を備えてなることを特徴とする、請求項１５に記載の浮遊微生物測定装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、浮遊微生物測定装置及びその測定方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
最近、鳥インフルエンザ、新種インフルエンザなどがイッシューとなりながら空気感染問
題が台頭しており、これに伴い空気中の浮遊微生物測定（ａｉｒｂｏｒｎｅ ｍｉｃｒｏ



(4) JP 6286060 B2 2018.2.28

10

20

30

40

50

ｂｉａｌ ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ）がより重要に扱われ、バイオセンサ市場もこれに合
せて大幅に成長している。
【０００３】
従来の空気中の浮遊微生物を測定する方法には、試料気体の中に浮遊している生物粒子を
増殖に適した固体または液体の表面に捕集し、一定期間適切な暖湿度環境下で培養した後
、表面に出現したコロニー数から捕集微生物数を求める培養法と、染色後蛍光顕微鏡を利
用する染色法などがある。
【０００４】
近来では、ＡＴＰ（アデノシン３リン酸；ａｄｅｎｏｓｉｎｅ ｔｒｉｐｈｏｓｐｈａｔ
ｅ）とルシフェリン（ｌｕｃｉｆｅｒｉｎ）／ルシフェラーゼ（ｌｕｃｉｆｅｒａｓｅ）
とが反応して光を発する原理を利用するＡＴＰ生物発光法により、ＡＴＰ消去処理、ＡＴ
Ｐ抽出、発光量測定までかかる一連の過程を３０分程度に縮小したため、迅速な作業が可
能になった。
【０００５】
しかし、上記のような方法によれば、気象中に存在する浮遊微生物をリアルタイムで測定
できず、別途のサンプリング過程と前処理などを含んだ一連の手作業が求められるため、
このような方法を利用しては気象中の浮遊微生物自動測定システムを開発できない限界が
あった。
【０００６】
図８は、従来の粒子分類装置に提供される電気集塵機の構成を示す図である。
【０００７】
図８を参照すると、従来の電気集塵機には、両側の捕集板及び前記両側の捕集板の間に配
置される充電線（放電電極）が含まれる。
【０００８】
前記充電線に高電圧を印加すると、コロナ放電が発生し、このとき発生するイオンがガス
中の所定粒子と帯電する。そして、帯電した粒子は集塵極（捕集板）に電気力によって移
動して捕集される。即ち、前記電気集塵機は、静電気的な原理を利用して所定の粒子を捕
集できる集塵装置として理解される。前記所定の粒子には、埃のような異物、または浮遊
微生物などが含まれる。
【０００９】
一方、従来の浮遊微生物測定装置には、上述した電気集塵機及び前記捕集板に捕集された
浮遊微生物を収集するための収集棒が含まれる。前記従来の浮遊微生物測定装置は、前記
電気集塵機の駆動によって前記捕集板に浮遊微生物が捕集されると、ユーザが手動で前記
収集棒を捕集板に接触させて浮遊微生物を収集またはサンプリングするように構成される
。そして、収集された浮遊微生物を試薬に反応させて発光が行われるようにし、発光した
光を感知して微生物の濃度を測定するように構成される。
【００１０】
このように、従来の浮遊微生物測定装置の場合、収集棒を別途に設けてユーザが収集棒を
利用して捕集板に捕集された浮遊微生物を収集する過程を経る必要があったため、多くの
時間とコストがかかる問題点があった。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　本発明は、このような問題点を解決するために提案されるものであって、気象中に存在
する浮遊微生物を速やかに測定できる浮遊微生物測定装置及びその測定方法を提供するこ
とを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明の一実施例に係る浮遊微生物測定装置には、空気の流入のための流入部及び前記
流入部の一側に提供されるノズル部が含まれる粒子分類装置と、前記空気中前記ノズル部
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の内部流路を通過した微生物粒子が流動する微生物粒子流路と、前記空気中前記ノズル部
の外側空間を通過した空気粒子が流動する空気粒子流路と、前記微生物粒子流路と連通し
、前記微生物粒子が捕集されるフィルタ部を備える捕集装置と、前記捕集装置の一側に提
供され、前記フィルタ部に捕集された微生物から発生した光の量または強さを感知する発
光測定装置と、が含まれる。
【００１３】
　また、前記微生物粒子流路での流動を発生させるポンプ装置と、前記空気粒子流路での
流動を発生させる送風ファンと、が更に含まれる。
【００１４】
　また、前記ノズル部には、前記空気中の前記微生物粒子を流入させる入口部と、前記微
生物粒子を前記微生物粒子流路に排出させる出口部と、が含まれる。
【００１５】
　また、前記入口部は前記流入部から一側に離隔して配置され、前記空気粒子は前記入口
部と流入部の離隔した空間を介して、前記空気粒子流路に流入することを特徴とする。
【００１６】
　また、前記流入部には多数のスリットが含まれ、前記ノズル部は前記多数のスリットの
数に対応して多数個が提供されることを特徴とする。
【００１７】
　また、前記ノズル部の出口部が結合される連通孔を有し、前記微生物粒子流路と空気粒
子流路を分離する区画板が更に含まれる。
【００１８】
　また、前記捕集装置には、前記フィルタ部を収容するフィルタケースと、前記フィルタ
ケースに形成され、前記微生物粒子流路と連通可能な多数のフィルタ孔と、が含まれる。
【００１９】
　また、前記フィルタ部またはフィルタケースを回転させるフィルタ駆動部が更に含まれ
、前記多数のフィルタ孔のうちの一フィルタ孔が前記微生物粒子流路と連通した状態で前
記フィルタ駆動部が作動すると、前記多数のフィルタ孔のうちの他フィルタ孔が前記微生
物粒子流路と連通するように位置することを特徴とする。
【００２０】
　また、前記発光測定装置には、前記フィルタ部から発生する光を感知する受光部が更に
含まれ、前記フィルタ駆動部が作動すると、前記一フィルタ孔は前記受光部に対向するよ
うに位置することを特徴とする。
【００２１】
　また、前記フィルタ部に溶解試薬を供給する溶解剤供給装置と、前記フィルタ部に備え
られる発光物質と、が更に含まれる。
【００２２】
　また、前記発光測定装置で感知された光の量または強さに関する情報に基づいて、前記
微生物粒子の濃度に関する情報を表示するディスプレイ部が更に含まれる。
【００２３】
　他の側面に係る浮遊微生物測定方法には、空気が粒子分類装置に流入して、空気中の浮
遊微生物粒子と、浮遊微生物粒子を除いた空気粒子が分離されるステップと、前記浮遊微
生物がフィルタ部に捕集されるステップと、前記フィルタ部に捕集された浮遊微生物粒子
が溶解され、溶解された浮遊微生物粒子と発光物質が作用するステップと、前記溶解され
た浮遊微生物粒子と発光物質が作用して発生した光の量または強さが発光測定装置によっ
て感知されるステップと、が含まれ、前記空気中の浮遊微生物粒子と空気粒子が分離され
るステップにおいて、前記浮遊微生物粒子はノズル部の内部流路を流動し、前記空気粒子
は前記ノズル部の外側空間に沿って流動することを特徴とする。
【００２４】
　また、前記浮遊微生物粒子と空気粒子の分離のために、ポンプ装置及び送風ファンが駆
動することを特徴とする。
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【００２５】
　また、前記ポンプ装置及び送風ファンが第１設定時間の間駆動すると、前記フィルタ部
に溶解試薬が供給されて、前記浮遊微生物粒子が溶解されることを特徴とする。
【００２６】
　また、前記フィルタ部に溶解試薬が第２設定時間の間供給されると、前記フィルタ部を
回転させるフィルタ駆動部が作動して、前記浮遊微生物粒子が前記発光測定装置の一側に
位置するステップが更に含まれる。
【００２７】
　他の側面に係る浮遊微生物測定装置には、空気中、微生物粒子が流動するノズル部が含
まれる粒子分類装置と、前記ノズル部を通過した微生物粒子が流動する微生物粒子流路と
、前記空気中、前記微生物粒子を除いた残りの粒子が流動する空気粒子流路と、前記微生
物粒子流路または空気粒子流路での流動を発生させる流動発生装置と、前記微生物粒子流
路と連通し、前記微生物粒子が捕集されるフィルタ部と、前記フィルタ部に、前記微生物
粒子を溶解するための溶解試薬を供給する溶解剤供給装置と、前記フィルタ部に捕集され
た微生物から発生した光の量または強さを感知する発光測定装置と、が含まれる。
【００２８】
　また、前記流動発生装置には、前記微生物粒子流路での流動を発生させるエアポンプと
、前記空気粒子流路での流動を発生させるファンと、が含まれる。
【００２９】
　また、前記フィルタ部を収容するフィルタケースと、前記フィルタケースに形成され、
前記微生物粒子流路と連通可能な多数のフィルタ孔と、が形成され、前記フィルタ部は前
記多数のフィルタ孔を介して外部に露出することを特徴とする。
【００３０】
　また、前記フィルタ部に備えられ、前記溶解試薬によって抽出された微生物粒子のＡＴ
Ｐに反応して、光を発生させる発光物質が更に含まれる。
【００３１】
　また、前記発光測定装置で感知された光の量または強さに関する情報に基づいて、前記
微生物粒子の濃度に関する情報を表示するディスプレイ部が更に含まれ、前記ディスプレ
イ部には、前記微生物粒子の濃度に応じて、互いに異なる色相を表示する照明装置が含ま
れる。
【発明の効果】
【００３２】
　本発明の実施例に係る浮遊微生物測定装置及びその測定方法によれば、ユーザが捕集板
に捕集された浮遊微生物を手動でサンプリングする必要がなく、空気中の浮遊微生物がバ
ーチャルインパクタ（ｖｉｒｔｕａｌ ｉｍｐａｃｔｏｒ）構造によって自動に分離可能
であるため、粒子分類過程が容易であり、時間が少なくかかる効果がある。
【００３３】
　また、分類された微生物粒子が捕集装置またはフィルタ部に捕集されると、前記フィル
タ部が発光装置側に移動して微生物粒子の反応による発光量を感知することができるため
、粒子分類過程から発光測定過程まで連続的に自動測定することができる長所がある。
【００３４】
　そして、前記捕集装置またはフィルタ部に発光物質が塗布され、微生物の溶解試薬が前
記捕集装置またはフィルタ部に供給されるため、発光測定過程が容易に行われる効果があ
る。
【００３５】
　また、バーチャルインパクタ構造によって、粒子が小さいメイン流動と、粒子が相対的
に大きいサブ流動が効果的に分離される。そして、圧力損失が相対的に小さいメイン流動
側には駆動部としてファンを利用し、圧力損失が相対的に大きいサブ流動側には駆動部と
して低流量ポンプを利用することで、浮遊微生物測定装置が大きくなったり重くなること
を防止できる効果がある。
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【００３６】
　また、発光装置で感知された発光量に基づいて、微生物濃度に関する情報を表示するデ
ィスプレイ部が更に備えられ、微生物濃度が設定濃度以上である場合、これを警告する表
示が前記ディスプレイ部に表示されるため、ユーザ利便性が増大する。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】本発明の実施例に係る浮遊微生物測定装置の構成を示す斜視図である。
【図２】図１のI-I′に沿って切開した断面図である。
【図３】図１のII-II′に沿って切開した断面図である。
【図４】本発明の実施例に係る浮遊微生物測定装置の内部構成を示す概略図である。
【図５】本発明の実施例に係るノズル部の構成を概略的に示す図である。
【図６】本発明の実施例に係る浮遊微生物測定装置の構成を示すブロック図である。
【図７】本発明の実施例に係る浮遊微生物測定装置の測定方法を示すフローチャートであ
る。
【図８】従来の浮遊微生物測定装置に提供される電気集塵機の構成を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００３８】
　以下では図面を参照して、本発明の具体的な実施例を説明する。但し、本発明の思想は
提示される実施例に制限されるものではなく、本発明の思想を理解する当業者は同一思想
の範囲内で他の実施例を容易に提案できるはずである。
【００３９】
　図１は、本発明の実施例に係る浮遊微生物測定装置の構成を示す斜視図であり、図２は
図１のI-I′に沿って切開した断面図であり、図３は図１のII-II′に沿って切開した断面
図である。
【００４０】
　図１ないし図３を参照すると、本発明の実施例に係る浮遊微生物測定装置には、ベース
２０及び前記ベース２０の上側に設置される多数の装置が含まれる。前記多数の装置には
、空気を吸入して空気中の浮遊微生物を分離する粒子分類装置１００及び前記粒子分類装
置１００で分離された浮遊微生物が捕集される捕集装置２００が含まれる。
【００４１】
　そして、前記多数の装置には、前記捕集装置２００の一側に提供されて前記浮遊微生物
から発生する光の量または強さを感知する発光測定装置３００及び前記発光測定装置３０
０に電気的に連結される制御装置４００が更に含まれる。前記制御装置４００には、多数
の回路部品が設置されるＰＣＢ４１０及び前記ＰＣＢ４１０に設置されて浮遊微生物の濃
度に関する情報が表示されるディスプレイ部４２０が含まれる。
【００４２】
　詳しくは、前記粒子分類装置１００には、所定の内部空間を形成する第１ハウジング１
１０及び前記第１ハウジング１１０の上部に結合される上面部１１２が含まれる。前記上
面部１１２には、前記粒子分類装置１００の外部に存在する空気が吸入される「空気流入
部」としての多数のスリット１２１が形成される。
【００４３】
　前記スリット１２１の幅は数ミリメートル（ｍｍ）の範囲内にある。そして、前記スリ
ット１２１が前記上面部１１２に多数個が形成されることで、前記スリット１２１を介し
て流入する空気の抵抗力、つまりスリット１２１内部及び外部間の差圧（ｄｉｆｆｅｒｅ
ｎｔｉａｌ ｐｒｅｓｓｕｒｅ）が小さく形成される。従って、前記多数のスリット１２
１を介して流入する空気の十分な流量を確保することができる。
【００４４】
　前記第１ハウジング１１０の内部には、前記スリット１２１を介して流入した空気が通
過するノズル部１２０が提供される。即ち、前記ノズル部１２０は前記第１ハウジング１
１０の内部空間に設置される。そして、前記ノズル部１２０は前記スリット１２１の下側
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に離隔して下方に延長される。
【００４５】
　前記ノズル部１２０は、前記多数のスリット１２１の数に対応して、多数個に備えられ
ており、互いに離隔して配置される。そして、前記多数のノズル部１２０は前記多数のス
リット１２１の位置に対応して、前記多数のスリット１２１の下側に位置する。一例とし
て、図２に示されるように、多数のノズル部１２０は横方向に互いに離隔して配置される
。
【００４６】
　前記ノズル部１２０には、前記スリット１２１を介して前記第１ハウジング１１０の内
部に流入した空気中の浮遊微生物粒子が流動する内部流路１２５が含まれる。前記内部流
路１２５は前記ノズル部１２０の内部空間を形成する。
【００４７】
　前記内部流路１２５には、前記ノズル部１２０の一端部を規定し、前記内部流路１２５
に浮遊微生物が流入する入口部１２５ａが形成される。一例として、前記入口部１２５ａ
は前記内部流路１２５の上端部に形成される。前記スリット１２１を介して流入した空気
中の浮遊微生物粒子は、前記入口部１２５ａを介して前記内部流路１２５を流動し、前記
浮遊微生物粒子が分離された空気粒子は、前記内部流路１２５の外側空間を流動して、空
気粒子流路１２９を通過する。
【００４８】
　そして、前記内部流路１２５には、前記ノズル部１２０の他端部を規定し、前記内部流
路１２５を流動した浮遊微生物粒子が前記ノズル部１２０から排出されるようにする出口
部１２５ｂが形成される。一例として、前記出口部１２５ｂは前記内部流路１２５の下端
部に形成される。
【００４９】
　前記出口部１２５ｂの一側には、前記出口部１２５ｂを介して排出された浮遊微生物粒
子が流動する微生物粒子流路１２７が形成される。前記空気粒子流路１２９を第１流路ま
たはメイン流動流路と称し、前記微生物粒子流路１２７を第２流路またはサブ流動流路と
称することができる。
【００５０】
　前記ノズル部１２０の下端部には、前記空気粒子流路１２９と微生物粒子流路１２７を
区画する区画板１２６が提供される。前記区画板１２６には前記ノズル部１２０の下端部
、つまり出口部１２５ｂが結合される。詳しくは、前記区画板１２６には、前記出口部１
２５ｂに連通する連通孔１２６ａが形成される。前記連通孔１２６ａは、前記区画板１２
６の上下部が貫通されて形成される。
【００５１】
　前記出口部１２５ｂは、前記区画板１２６の内部で前記連通孔１２６ａに結合される。
そして、前記出口部１２５ｂは前記連通孔１２６ａを介して前記微生物粒子流路１２７に
連通することができる。前記区画板１２６によって、前記空気粒子流路１２９と微生物粒
子流路１２７は分離されるため、前記空気粒子流路１２９の粒子と前記微生物粒子流路１
２７の粒子が混合されることを防止することができる。
【００５２】
　前記第１ハウジング１１０の一側には前記発光測定装置３００が設置される第２ハウジ
ング３１０が提供される。前記微生物粒子流路１２７は前記区画板１２６から前記捕集装
置２００に向かって延長され、前記第２ハウジング３１０の内部空間は前記微生物粒子流
路１２７の少なくとも一部分を形成することができる。
【００５３】
　前記捕集装置２００には、フィルタ部２２０が収容されるフィルタケース２１０及び前
記フィルタケース２１０に形成される多数のフィルタ孔２１５が形成される。前記フィル
タ部２２０は、前記多数のフィルタ孔２１５を介して、外部に露出する。そして、前記微
生物粒子流路１２７を流動した微生物粒子は前記多数のフィルタ孔２１５のうちいずれか
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１つのフィルタ孔２１５を介して前記フィルタ部２２０に捕集される。
【００５４】
　前記多数のフィルタ孔２１５には、微生物粒子流路１２７に連通する一フィルタ孔と、
前記フィルタケース２１０が回転したときに前記微生物粒子流路１２７に連通する他フィ
ルタ孔が含まれ、前記他フィルタ孔が前記微生物粒子流路１２７に連通したときに前記一
フィルタ孔は受光素子（受光部３２０）を向くように位置する。
【００５５】
　前記フィルタ部２２０は、前記フィルタケース２１０の内側に固定されるように設置さ
れる。そして、前記フィルタケース２１０は回転可能に備えられる。
【００５６】
　前記フィルタケース２１０の一側には、前記フィルタケース２１０に回転力を提供する
フィルタ駆動部２５０が提供される。一例として、前記フィルタ駆動部２５０はモータで
あってもよい。前記フィルタ駆動部２５０から前記フィルタケース２１０に回転軸２５５
（図４参照）が延長される。
【００５７】
　前記フィルタ駆動部２５０が駆動すると、前記回転軸２５５が回転し、前記フィルタケ
ース２１０は前記回転軸２５５（図４参照）によって時計回りまたは反時計回りに回転す
る。そして、前記フィルタ部２２０は前記フィルタケース２１０と共に回転する。
【００５８】
　前記フィルタ部２２０が一位置にあるとき、一フィルタ孔２１５が前記微生物粒子流路
１２７に連通する。従って、前記微生物粒子流路１２７を流動した微生物粒子は前記一フ
ィルタ孔２１５を介して前記フィルタ部２２０に捕集される。このとき、前記微生物粒子
が捕集されるフィルタ部２２０の一領域は前記一フィルタ孔２１５によって前記微生物粒
子流路１２７に露出した領域に対応する。
【００５９】
　そして、前記フィルタ部２２０が回転すると、他フィルタ孔２１５が前記微生物粒子流
路１２７に連通し、前記一フィルタ孔２１５は前記発光測定装置３３０の一側に位置する
。前記捕集装置２００の一側には、微生物粒子の流動のために駆動するポンプ装置３６０
及び前記フィルタケース２１０から前記ポンプ装置３６０に延長されるポンプ連結部３５
０が提供される。前記ポンプ装置３６０には、エアポンプが含まれる。前記微生物粒子流
路１２７の粒子のうち、前記フィルタ部２２０に捕集された微生物粒子を除いた残りの粒
子、例えば、空気粒子は前記ポンプ連結部３５０を経由して前記ポンプ装置３６０に流動
することができる。
【００６０】
　前記ポンプ連結部３５０には、前記フィルタケース２１０から前記ポンプ装置３６０に
向かって流動断面積が減少するサイクロン部３５１が含まれる。空気流動は、前記サイク
ロン部３５１を通ることで流動速度が増加し、前記ポンプ装置３６０に流入する。
【００６１】
　前記ポンプ装置３６０は、圧力損失が発生しても所定の吸入流量を確保する点で、ファ
ン（ｆａｎ）よりも有利な装置として理解される。従って、前記ポンプ装置３６０を使用
して前記微生物粒子流路１２７での粒子流動を発生させることで、前記ノズル部１２０ま
たはフィルタ部２２０から圧力損失が発生しても吸入効率が改善できる。そして、前記微
生物粒子流路１２７の流動量は比較的少量であるため、前記エアポンプには低流量ポンプ
が適用可能である。従って、浮遊微生物測定装置が大きくなったり重くなる現象を防止す
ることができる。
【００６２】
　前記発光測定装置３００には、前記捕集装置２００の一側に位置する受光部３２０が含
まれる。一例として、受光部３２０の少なくとも一部分は前記第２ハウジング３１０の内
部に位置する。
【００６３】
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　一フィルタ孔２１５を介して前記フィルタ部２２０に微生物粒子が捕集された後フィル
タケース２１０が回転すると、前記一フィルタ孔２１５は前記受光部３２０に対向する位
置に配置される。前記受光部３２０は前記フィルタ部２２０の微生物粒子から発生する光
の量または強さを感知することができる。
【００６４】
　前記浮遊微生物測定装置１０には、前記フィルタ部２２０に溶解試薬を供給する溶解剤
供給装置３７０及び前記溶解剤供給装置３７０から前記一フィルタ孔２１５またはフィル
タ部２２０に延長される供給流路３７５が更に含まれる。前記溶解試薬（ｌｙｓｉｓ ｒ
ｅａｇｅｎｔ）は前記フィルタ部２２０に捕集された浮遊微生物の細胞（または細胞壁）
を溶解するための溶解剤として理解される。前記浮遊微生物粒子の細胞は前記溶解試薬と
反応すると、ＡＴＰが抽出される。
【００６５】
　そして、前記フィルタ部２２０には、発光物質が塗布される。前記発光物質は前記溶解
試薬によって抽出された微生物粒子のＡＴＰ（Ａｄｅｎｏｓｉｎｅ Ｔｒｉｐｈｏｓｐｈ
ａｔｅ；アデノシン３リン酸）と反応して光を発生させるための物質として理解される。
前記発光物質には、ルシフェリン（ｌｕｃｉｆｅｒｉｎ）及びルシフェラーゼ（ｌｕｃｉ
ｆｅｒａｓｅ）が含まれる。前記ルシフェリンは溶解された細胞内に存在するＡＴＰによ
って活性化されて活性ルシフェリンに変化し、前記活性ルシフェリンが発光酵素であるル
シフェラーゼの作用によって酸化して酸化ルシフェリンになって、化学エネルギーを光エ
ネルギーに転換させて光を発することになる。
【００６６】
　前記第１ハウジング１１０の内部には、前記ノズル部１２０の入口側で分離された比較
的小さい粒子、例えば、空気粒子が流動する空気粒子流路１２９が形成される。前記空気
粒子流路１２９の粒子は、前記微生物粒子流路１２７の粒子よりも小さく形成される。但
し、前記空気粒子流路１２９の流動量は前記微生物粒子流路１２７の流動量よりも多い。
【００６７】
　前記空気粒子流路１２９は、前記区画板１２６によって前記微生物粒子流路１２７から
分離されて、送風ファン１５０側に延長される。前記送風ファン１５０は、前記空気粒子
流路１２９の流動を発生させるための装置として、例えば、ファンハウジング１５５の内
部に収容される。前記ファンハウジング１５５は前記第１ハウジング１１０の下部に形成
される。
【００６８】
　そして、前記送風ファン１５０は、圧力損失が小さい場合、エアポンプに比べて十分な
流量を確保できる装置として理解される。従って、前記空気粒子流路１２９のように圧力
損失が低い流路に送風ファン１５０が提供されることで、十分な量の空気粒子流動（メイ
ン流動）を発生させることができる効果がある。前記ポンプ装置３６０と送風ファン１５
０を合わせて、「流動発生装置」と称する。
【００６９】
　図４は、本発明の実施例に係る浮遊微生物測定装置の内部構成を示す概略図であり、図
５は、本発明の実施例に係るノズル部の構成を概略的に示す図である。図４及び図５を参
照して、本発明の実施例に係る浮遊微生物測定装置の作用について簡単に説明する。
【００７０】
　前記ポンプ装置３６０及び送風ファン１５０が駆動すると、前記浮遊微生物測定装置１
０の外部に存在する空気（図５のＡ）が前記上面部１１２の多数のスリット１２１を介し
て前記第１ハウジング１１０の内部に流入する。
【００７１】
　空気は前記多数のスリット１２１を通過する過程で、狭い流路断面積によって流速が増
加する。前記多数のスリット１２１を通過した空気中、粒子が相対的に大きい浮遊微生物
粒子は前記ノズル部１２０の入口部１２５ａを介して前記内部流路１２５に流入する（図
５のＣ）。そして、前記浮遊微生物粒子は前記出口部１２５ｂを介して前記内部流路１２
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５から排出された後、前記区画板１２６の連通孔１２６ａを介して前記微生物粒子流路１
２７を流動することになる。
【００７２】
　反面、前記多数のスリット１２１を通過した空気中、粒子が相対的に小さい空気粒子は
進行方向が屈折することで、前記内部流路１２５に流動できず、前記ノズル部１２０の外
側空間に沿って流動することになる（図５のＢ）。そして、前記空気粒子は前記空気粒子
流路１２９を流動して、前記送風ファン１５０を通過することになる。上述したように、
前記空気粒子の流量は前記微生物粒子の流量よりも大きく形成される。
【００７３】
　まとめると、狭い断面積のノズルを介して空気が流動する過程で、相対的に大きい浮遊
微生物粒子は前記入口部１２５ａを介して前記内部流路１２５に流入し、相対的に小さい
空気粒子は前記スリット１２１と入口部１２５ａとの間の離隔した空間を介して流動方向
（ｓｔｒｅａｍ ｌｉｎｅ）が屈折するように流動して、前記空気粒子流路１２９を流動
することができる。
【００７４】
　このような粒子分類構造をバーチャルインパクタ（ｖｉｒｔｕａｌ ｉｍｐａｃｔｏｒ
）構造と称することができ、本実施例は前記バーチャルインパクタ構造を適用することで
、浮遊微生物粒子と空気粒子が容易に分類される。
【００７５】
　前記微生物粒子流路１２７を流動した浮遊微生物粒子は、前記捕集装置２００に流動し
、フィルタケース２１０の一フィルタ孔２１５を経由してフィルタ部２２０の一領域に捕
集される。
【００７６】
　このような捕集過程が設定時間の間行われた後、前記溶解剤供給装置３７０から溶解試
薬が前記フィルタ部２２０に供給される。前記フィルタ部２２０に捕集された微生物粒子
は前記溶解試薬によって溶解されてＡＴＰ抽出された後、前記フィルタ部２２０に塗布さ
れた発光物質と反応することができる。
【００７７】
　そして、前記フィルタ駆動部２５０が駆動して前記フィルタケース２１０が回転し、こ
れによって前記一フィルタ孔２１５が前記発光装置３００の一側に位置して前記受光部３
２０を向くように位置し、他フィルタ孔２１５が前記微生物粒子流路１２７と連通するよ
うに位置する。従って、次回の捕集過程が行われる際に、前記微生物粒子流路１２７を流
動する微生物粒子は前記フィルタケース２１０の他フィルタ孔２１５を経由して、前記フ
ィルタ部２２０の他領域に捕集される。
【００７８】
　このように、フィルタ駆動部２５０の駆動によって、微生物粒子が捕集されたフィルタ
部２２０の一領域は前記発光装置３００または受光部３２０を向くように位置移動し、フ
ィルタ部２２０の他領域が前記微生物粒子流路１２７に連通して微生物粒子を捕集できる
位置に移動することになる。結局、フィルタケース２１０及びフィルタ部２２０が回転可
能に提供されて、微生物捕集及び発光過程が自動的に行われる効果がある。
【００７９】
　一方、前記ＡＴＰと発光物質が反応すると、所定の光が発生し、前記受光部３２０は発
生した光の量または強さを感知することができる。
【００８０】
　図６は、本発明の実施例に係る浮遊微生物測定装置の構成を示すブロック図であり、図
７は、本発明の実施例に係る浮遊微生物測定装置の測定方法を示すフローチャートである
。
【００８１】
　図６を参照すると、本発明の実施例に係る浮遊微生物測定装置１０には、浮遊微生物粒
子流動を発生させるポンプ装置３６０及び空気粒子流動を発生させる送風ファン１５０が
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含まれる。
【００８２】
　そして、前記浮遊微生物測定装置１０には、フィルタケース２１０及びフィルタ部２２
０を回転させるフィルタ駆動部２５０及び前記フィルタ部２２０に溶解試薬を供給するた
めの溶解剤供給装置３７０が更に含まれる。
【００８３】
　前記浮遊微生物測定装置１０には、前記フィルタ部２２０に捕集された浮遊微生物粒子
の濃度に関する情報が表示されるディスプレイ部４２０が含まれる。前記ディスプレイ部
４２０には、前記浮遊微生物粒子の濃度値に応じて異なる色相に表示される照明装置が含
まれる。一例として、前記照明装置には、前記浮遊微生物粒子の濃度が低い場合に緑色を
表示する第１照明部と、濃度が中間値ほどである場合に黄色を表示する第２照明部及び濃
度が高い場合に赤色を表示する第３照明部が含まれる。他の例として、前記第１ないし第
３照明部は１つの照明部として構成することができる。
【００８４】
　前記浮遊微生物測定装置１０には、前記フィルタ部２２０に捕集された微生物粒子の発
光量を感知する受光部３２０及び前記微生物粒子の捕集過程と前記溶解試薬供給過程の経
過時間を積算するタイマー４６０が含まれる。
【００８５】
　前記受光部３２０またはタイマー４６０によって感知された情報は制御部４５０に伝達
され、前記制御部４５０は前記伝達された情報に基づいて、前記ポンプ装置３６０、送風
ファン１５０、フィルタ駆動部２５０、溶解剤供給装置３７０及びディスプレイ部４２０
の作動を制御することができる。
【００８６】
　図７を参照すると、前記浮遊微生物測定装置１０の電源がＯＮになって送風ファン１５
０及びポンプ装置３６０が作動すると、前記浮遊微生物測定装置１０の外部空気が前記多
数のスリット１２１を介して前記第１ハウジング１１０に流入する。そして、前記第１ハ
ウジング１１０の内部のバーチャルインパクタ構造によって、空気中の浮遊微生物粒子と
空気粒子は分離されて、それぞれ微生物粒子流路１２７及び空気粒子流路１２９を流動す
ることになる。そして、前記微生物粒子流路１２７を流動する粒子は前記フィルタ部２２
０に捕集される（Ｓ１１、Ｓ１２）。
【００８７】
　このような捕集過程は第１設定時間の間行われる。前記タイマー４６０によって経過時
間が積算され、前記制御部４５０は第１設定時間が経過したか否かを認識する（Ｓ１３）
。
【００８８】
　前記第１設定時間が経過したら、前記送風ファン１５０及びポンプ装置３６０の駆動は
中止する。そして、前記溶解剤供給装置３７０が作動して、前記フィルタ部２２０に溶解
試薬が供給される。前記溶解試薬は、第２設定時間の間前記フィルタ部２２０に供給され
、前記第２設定時間が経過したら、前記溶解剤供給装置３７０の作動は中止する。前記溶
解試薬は、前記フィルタ部２２０に捕集された微生物粒子を溶解してＡＴＰを抽出し、抽
出されたＡＴＰは前記フィルタ部２２０に塗布された発光物質と反応して所定の光を発す
ることになる（Ｓ１４、Ｓ１５）。
【００８９】
　前記フィルタ駆動部２５０が作動する。前記フィルタ駆動部２５０が作動すると、前記
微生物粒子が捕集されたフィルタ部２２０の一領域が前記発光測定装置３００の一側に位
置するように、前記フィルタケース２１０及びフィルタ部２２０が移動する。従って、前
記フィルタ部２２０の一領域は前記受光部３２０を向くように位置する。そして、フィル
タ部２２０の他領域は前記微生物粒子流路１２７に連通するように位置する（Ｓ１６）。
【００９０】
　前記発光装置３００が作動して、前記受光部３２０は前記フィルタ部２２０から発生し
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た光の量または強さを感知する。前記光の量または強さは、微生物の濃度に比例する。即
ち、前記光の量または強さが大きい場合、前記微生物の濃度はこれに比例して大きいと認
識され、前記光の量または強さが小さい場合、前記微生物の濃度はこれに比例して小さい
と認識される。
【００９１】
　前記制御部４５０は、前記受光部３２０から伝達された光の量または強さに関する情報
に基づいて、前記ディスプレイ部４２０に微生物の濃度に関する情報を表示することがで
きる。一例として、微生物の濃度に応じて、前記ディスプレイ部４２０には互いに異なる
色相の照明部が活性化する（Ｓ１７、Ｓ１８）。
【００９２】
　このように、微生物粒子の捕集及び発光測定段階が自動的かつ連続的に行われるため、
浮遊微生物の測定過程が容易に行われる。そして、微生物の濃度に関する情報がディスプ
レイ部に表示されるため、ユーザは浮遊微生物の濃度を容易に確認できる効果がある。
【産業上の利用可能性】
【００９３】
　本発明の実施例に係る浮遊微生物測定装置及びその測定方法によれば、ユーザが捕集板
に捕集された浮遊微生物を手動でサンプリングする必要がなく、空気中の浮遊微生物がバ
ーチャルインパクタ構造によって自動に分離可能であるため、粒子分類過程が容易であり
、時間が少なくかかる効果がある。従って、産業上の利用可能性が顕著である。

【図１】 【図２】
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